
新型コロナウイルスの感染状況によっては、本紙掲載の催し等が変更・延期または中止になる場合があります。
最新情報は、区ホームページをご確認ください。お知らせ

す ぎ な み ビ ト

全国的にも珍しく貴重な、中高生の
ための児童青少年センター（ゆう杉
並）は、4年9月で開設25周年を迎え
ました。芸術・音楽・スポーツなどあ
らゆる体験ができる同施設には、中
高生世代で組織する「中・高校生運
営委員会」を設置しています。中高
生にとって魅力溢れる、より良い居
場所づくりのために活動する委員の
皆さんにお話を伺いました｡
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ゆう杉並 中・高校生運営委員会とは？

プロフィール（左から）：松下心優（まつした・みゆう) 小学4年生から「ゆ
う杉並」に通い、中学1年生より運営委員会に参加。／立岩幹大（たてい
わ・かんた) 小学2年生から「ゆう杉並」に通い、高校1年生より運営委員会
に参加。4年度に委員長を務めた。／岩藤あい（いわどう・あい)　高校の近
所にあった「ゆう杉並」の新入生歓迎ウイークを訪れたことをきっかけに、
高校1年生より運営委員会に参加。

す ぎ な み ビ ト

interview

　｢ゆう杉並」が、中高生にとってより魅力的で、居心地の良い場になる

ことを目指して活動しています。利用者からの声をもとに、事業や施設

の使い方を話し合い、お互いの個性を発揮しながら職員に提案をした

り、みんなで一緒に楽しめるイベントを企画・運営したりしています。

せてもらいました。

  訪れた人たちの「楽しかった！」が原動力に

─運営委員会ではどのような活動をしているのでしょうか？

立岩：月に2・3回、学校終わりの時間などにゆう杉
に集まって運営委員会を開き、その時々の議
題をみんなで話し合います。内容は利用者の
意見を踏まえて利用ルールの見直しを検討し
たり、地域の他の施設から依頼のあったイベ
ントの手伝いをしたりするなどさまざまで
す。活動の一つには年1回の「ゆう杉祭」と
いう大きなイベントもあります。委員会主催のイベントとして企画立
案・運営に携わるほか、ゆう杉の中には部活動のような公式活動があ
り、各活動で出し物があるので、そのサポートも担います｡

岩藤：私たち運営委員会としても企画をして出し物をするので、そちらの
準備もあります。

松下：｢ゆう杉祭」は本当に学校の文化祭みたいだよね。準備は大変だけ
ど、学校のように先輩・後輩の上下関係や先生の指示はなく、学校
も学年も超えて自主的に考えて行動することができるので、活動し
やすいし、やりがいもあってとても楽しいです。

─中学生と高校生が一緒になって活動するのが特徴的ですが、良いと感じ
るのはどんな点ですか？

立岩：運営委員会では、互いに学校や学年の壁を取り払って接していま
す。学校では上下関係を学ぶ一方で、運営委員会ではそれとはまた
別の大切なコミュニケーションを学べるのではないでしょうか。多
様な人が集まったときのコミュニケーション方法を身に付けられる
良い機会だと思います。

岩藤：立岩委員長は本当に壁を感じさせないんです。会議や活動に向き合

  ｢ゆう杉並」との出会い。運営委員会参加のきっかけ  

─ 皆さんと「ゆう杉並」の出会いについて教えてください。

立岩：自宅が「ゆう杉並」（以下、ゆう杉）の近所で、小学2年生のときに通
い始めました。趣味のカードゲームやスポーツをはじめ、ギターやド
ラムなど、ゆう杉に来ていなかったら触れることもなかっただろうな
と思うこともいろいろ経験しました。学校とはまた違うコミュニ
ティーで、ここに通うようになって新しくできた友達もたくさんいます｡

松下：私も立岩委員長と同じく家が近所で、小学4年生のときに初めて来ま
した。最初は塾の夏期講習後の勉強場所という目的で利用したけ
ど、来てみたらゲームも漫画もあり勉強の合間の息抜きもできて、
すごく居心地の良い「居場所」だなと思って通うようになりました｡

岩藤：私は高校がゆう杉の近所にあり、学校でゆう杉の「新入生歓迎ウ
イーク」の案内を見て行ってみたのが初めてでした。

─ ｢ゆう杉並 中・高校生運営委員会」に参加しようと思ったのはなぜですか？

岩藤：初めて行ったときに、しゃべるのがすごく上手な先輩がいて、運営
委員会があるからやってみない？　と声をかけてもらったんです。
それが今の立岩委員長。それまで校外活動などでアピールできるも
のがなく、高校生になったら何かに挑戦したいと考えていたので、
やってみようと思いました。

松下：私は中学生になったタイミングで、父と母から運営委員会に入って
みたら？　と勧められたのがきっかけです。生まれ育った地域でも
あり、慣れ親しんだ場所なので、やってみ
たいなと思い、参加しました。

立岩：僕は小学生のときから長く通ってきたので､
高校を卒業する前に何かしらゆう杉に恩返
しをしたいという思いがありました。そこ
で高校1年生から運営委員会に入り、今年
度（取材時）高校3年生で委員長を務めさ

  元気になれる場所「ゆう杉並」にぜひ来てほしい

─ 皆さんにとってゆう杉はどんな存在だと言えますか？

松下：自分にとっての「心のよりどころ」かな。以前夏休みの課題で職業イ
ンタビューがあり、ゆう杉の職員さんにインタビューをしました。そ
のときに「みんなの心のよりどころになる場所をつくりたい」と話し
ていて、すごく印象に残りました。自分にとってゆう杉はまさにそん
な場所です。

岩藤：私は「第二の学校」だと思っています。感覚としては、人間性を育む
ための学校。職員さんはいつも私たちの自主性に委ねてくれて、何か
を提案したときにすぐに否定をしない。難しそうなことでも、一度考
えてみようよと励まし、全力で応援してくれます。さまざまな人の協
力を得て、自分たちは成長しているんだと実感できる場所です｡

立岩：本当にそのとおりだよね。僕は11年間通う中で、職員さんに何か
を「やりなさい」と強要されたことは一度もないです。何かやるとき
はいつも「できるよ、やってみなよ」と一緒になって可能性を見いだ
してくれて、背中を押してくれました。そういった職員さんも含め
て、僕にとってゆう杉は「家族」のような存在。もうすぐ卒業だと思
うと感慨深くて寂しいです。でも、ここで得た経験がきっと次の人生
のステージで生かされていくと信じています。

─ 最後に区内の中高生へ向けてメッセージをお願いします。

松下：ゆう杉に来たことがない人は、ほんの少しの時間でもいいので来て
みてほしいです。来ればきっと「また来たい！」と思える場所です。

岩藤：中高生を応援してくれる場所でもあるので、ぜひ来てほしいです。
私自身もそうだったように、新しい出会い、新しい価値観が見つか
り、きっと世界が広がります。

立岩：ゆう杉は、一言で言えば「元気になれる場所」。ゆう杉に、そして
｢ゆう杉並 中・高校生運営委員会」に少しでも興味があれば、ぜひ一
度遊びに来てください。明るくて楽しい仲間たちが待っています！
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真摯で、そうでないときはとてもフレンドリーですごく接し
やすい。私自身、高校生になるまで学年を超えて交流するような機会
にあまり慣れていなかったので、運営委員会に入ったことがきっかけ
となり、ゆう杉の職員さんや委員の仲間たちと一緒になって考え体験
し、何かを達成することで、より世界が広がったように感じます。

松下：私は中学生なので、最初は高校生の中に入っていくことに緊張してい
ました。でも、みんなとても優しく親切に接してくれて、いろいろな
ことを教えてもらっていると実感しています。年下の自分の意見も平
等に受け止め、しっかりと耳を傾けてもらえるし、意見が採用される
ととてもうれしいです。

岩藤：みんなの意見が大切にされる、みんなが主人公になれる場だよね。学
年を超えて、お互いがリスペクトし合っているなと感じます。

─ 運営委員をやっていて良かったと感じるのはどんなときですか？

岩藤：やはり利用者から感謝の声をもらったときで
すね。運営委員会で話し合い、何かを実施し
たところで結局それが本当に利用者のために
なっているのかは、なかなか分かりません。
そんな中「楽しかった」「ありがとう」など
の声を聞けると、自分たちの活動が人のため
になっている、人を幸せにできたのだと実感
できて、充実した気持ちになります。

松下：｢楽しかったね」と言いながら帰っていく子を見ると、頑張ってよ
かったと思うよね。自分がゆう杉に連れてきた友達が、楽しんで帰っ
てくれるときもうれしいです。

立岩：僕は高校生活の3年間がまさにコロナ禍の3年間で、学校での活動が制限
されてあらゆる行事が中止や縮小になってしまったんです。そんな何も
ない時期に、｢ゆう杉祭」をはじめ、運営委員会として仲間たちといろん
な活動ができたことはすごく貴重でした。青春してるな、と思える瞬間
をもらえた。運営委員会に参加して本当に良かったと心から思います｡

ゆう杉並  中・高校生運営委員会の委員を募集しています！ 15面へ
■住所：荻窪1-56-3　電話：3393-4760 　■開館日時：火～土曜日（午前9時～午後9時
〈自由利用は7時まで〉)、日曜日・祝日（午前9時～午後5時）
※部屋の予約や物品の貸し出しに「ゆうカード」の提出が必要な場合があります。詳細は、お問い合わせください。

スタジオ
個人でもグループでも利用できます。バンド・楽器・ダンスの練習にオススメです！ 

ロビー

漫画が読め
たり、友達

と

ボードゲー
ムや勉強が

できたりし
ます。1人で

も

大人数でも
楽しめます

。 

　｢ゆう杉並」は、中高生が芸術・音楽・スポーツなどの自主的な
活動を通して、生き生きと交流できる児童館です。

ゆうカフェ

レジン・レ
ザークラフ

ト・

ミサンガな
どさまざま

な

クラフト体
験ができま

す。 

体育室天井が高く、開放感があり、
バスケットボール・バドミントン・

卓球などのスポーツができます！ 

祝！
25周年！

Twitterも
チェック！

ぜひ遊びに来てね！

▲「ゆう杉並」
　公式キャラクター「すぎか」

▲区ホームページ

児童青少年センター（ゆう杉並）


